建物賃貸借契約書（住居用）　　
　　　
　　幸梅　ハイツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号室
平成　　　　年　　　　月　　　　日　契約
建物賃貸借契約書（住居用）
賃貸人（株）　幸梅　（以下｢甲｣といいます）と、賃借人　　　　　　　　　（以下｢乙｣といいます）、
および連帯保証人は下記条項により建物賃貸借契約（以下｢本契約｣といいます）を締結します。
	物件表示
	物件名称
	　　　幸梅　ハイツ

	
	所在地
	　　　大阪市阿倍野区松崎町２－４－２１

	
	構　造
	鉄骨　造　　　　５　　　階建

	
	タイプ
	　　　１Ｋ
	面　　積
	　　２４㎡

	

	貸借条件
	契約期間
	平成　２１　　年　　５　月　　１　日　　　～　　平成　　　　　年　　　　月　　　　　日                               

	
	
	

	
	使用目的
	住　居

	
	賃料
	毎月 末 日前払い
	　円　　（月額）

	
	管理費
	毎月 末 日前払い
	５，０００　円　　（月額）

	
	水道料
	毎月　末 日前払い
	　　　　　２，０００　円　　（月額）

	
	町内会費
火災保険料
	毎月 末 日前払い
毎月 末 日前払い
	１００　円　　　（月額）
７００　円　　　（月額）

	
	賃料合計
	毎月 末 日前払い
	合計　　　　　　　　円　（月額）

	
	礼金
	（契約時）
	円

	
	支払方法
口座振込
	三菱東京ＵＦＪ銀行　　阿倍野橋西支店　　普通　　０６０１４２７

	
	
	名義人　　　（株）　幸梅

	施設内容
	電気
	関西電力　　東住吉　営業所
	連絡先
	　　６７００－３５２５

	
	水道
	（株）　幸梅
	連絡先
	　０９０－１２４４－２６９８　

	
	ガス
	大阪ガス　　　　　　エスタ
	連絡先
	　　６７１４－２６８１


鍵番号　　　　ＭＩＷＡ　　　　　　　　　　　合計　１　本

	　　　　　　　　玄関オートロック鍵　　１本　
	


第１条（賃貸借と使用目的）
1． 甲は、乙に対し頭書の物件表示に記載した建物（以下「本物件」といいます）を賃貸し、乙は、これを借り受けて賃料を支払うものとします。
2． 乙は、本物件を住居のみの目的として使用し、これを変更できません。また本物件に乙およびその家族の個人名義以外の在宅名義を表示してはいけません。
第２条（賃貸借期間、および更新）
1． 本契約の賃貸借期間は、頭書条件の２ヶ年間とします。ただし期間満了に際し、甲乙合議の上、
　　異議なき場合は、さらに２年更新し、以後も同様とする。
第３条（賃料、共益費、その他）
1． 賃料、共益費、駐車料は、頭書条件の通りとし、乙は、毎月 末  日までに入金が確認できるよう翌月分を、甲、または甲の指定する者に対し、指定する口座に振り込んで支払うものとします。ただし、振込み費用は乙の負担とします。
2． 前項の期日までに支払いなき場合は、権利金、敷金の有無にかかわらず、甲は、何ら催告を
要しないで、本契約を解除することができます。また賃料延滞が生じた場合、甲は乙に対して
延滞賃料に対し、年率14.6％の割合による延滞損害金を請求することができます。また、賃料
延滞が１０日以上に及び、甲が、乙に対し督促手続きを行なった場合、甲は、乙に対し１回に
つき、金2,000円の督促手続き費用を請求できます。
第４条（期間内解約）
1． 賃貸借期間内であっても、甲は６ヶ月前に、乙は　１ヶ月前に文書による予告をもってそれぞれ相手方に対し本契約の解約を申し入れることができます。この場合、予告期間の満了と同時に本契約は終了します。ただし、乙は前記予告に替え１ヶ月分の賃料相当額を支払って即時解約することもできます。
2． 本条１項に基づく解約の申し入れは、それぞれ相手方の承諾なくして、撤回または、取り消すことはできません。
第５条（諸費用の負担）
電気、ガス、上下水道料、町内会費、自治会費および電話料金等、その他、消耗費は賃料とは別に、乙が負担するものとします。ただし、本物件に関する公租公課等は、甲の負担とします。
第６条（賃料、共益費および、その他料金等の改定）
1． 本契約を更新するときに、経済情勢の変動、諸物価の高騰等により増額が必要であれば、甲は、賃料、共益費、駐車料等を、その更新の２ヶ月前に、乙に対し、書面にて通告した上で、改定することができます。
2． 契約期間中であっても、本物件維持管理費用の増額、著しい経済事情の変動、本物件に賦課
される公租公課等の増額が生じた場合、甲は２ヶ月前に、乙に対し書面にて通告して、賃料、
共益費、および駐車料等を増額することができます。
第７条（礼金）

乙は、本契約締結と同時に礼金として、頭書の金額を甲に対し支払うものとします。
　
第８条（敷金）
1． 乙は、敷金として頭書の金額を甲に対し預託するものとします。
2． 前項の敷金は、本契約が終了し、乙が甲に対し本物件を明け渡し、甲の確認を得た後、損害金等があればこれを差し引き、精算終了後２週間以内に、その残額を、甲から乙に対し返還するものとします。ただし、返還方法は、乙の指定する口座に送金（送金手数料は乙の負担）して返還するものとします。
3． 敷金には、利息は付きません。
4． 乙は、いかなる場合であっても、預託敷金を賃料と相殺することはできません。またこの敷金返還請求権を他に譲渡し、または質権、および担保の用に供してはいけません。
5． 乙は、本物件明け渡し時に、電気、ガス、上下水道料金を精算して、その使用料の支払領収証を甲に提示するものとし、乙がこれを提示しないときは、甲は、相当額を敷金から差し引き、甲が上記使用料を代払いすることができます。
第９条（定員）

本契約は、別紙入居申込書に記載の条件（使用者、および定員）で契約するものです。甲の

書面による承諾なくして、定員の増員、あるいは入居者の変更は一切認められません。
第１０条（本物件維持管理に関する事項）
1． 乙は、本物件、敷地について、原状のまま善良なる管理者の注意をもって使用し、甲の承諾
なくして本物件の改造、模様替え等の行為、または敷地等に工作物の築造設置等は一切しては
いけません。また、本契約に付帯して、別に管理規則等の定めのある場合、乙は、これを遵守
しなければなりません。
2． 本物件の防犯防火等、保安管理は入居者相互間において自主的に行ない、本物件あるいは共同
建物内において生じた障害、物損、盗難その他の損害について、甲はその責を一切負いません。
3． 乙が、本物件に改良等の工事を行ない、甲がこれを認めたときも、甲がその費用の負担を書面　　による約定をした場合等の特段の事情がない限り、この改良等の工事費用はその全額を本契約　期間内に償却するものとし、借地借家法第３３条に基づく造作買い取り請求等は一切できない　ものとします。
第１１条（損害賠償）
1． 乙、またはその家族（来訪者も含む）の故意過失により、本物件、あるいは他の賃借人に対し、人的、または物的損害を与えたときは、乙は甲に対しすみやかにその旨を連絡し、かつ被害者からの請求に従い、ただちに損害を賠償しなければなりません。
2． 天災、地震、火災、盗難等、その他不可抗力により生じた損害については、甲も乙もその責は　　　負わないものとします。
3． 甲は、本物件に対し、その時価相当額を担保する火災保険を付保し、乙は、乙の責任と費用に　　より、乙の家財の時価相当額を保険金額とする、借家人賠償責任特約個人賠償責任特約付火災保険に加入するものとします。
第１２条（立ち入り点検）
1． 甲、または甲に指定された者は、本物件管理上必要がある場合には、緊急の場合を除き、乙に対して通知の上、本物件に立ち入り、これを点検し、または適切な処置をとることができます。
2． 甲は、乙または入居者の親兄弟、親戚、会社の上司、あるいは警察、消防署などの要請により緊急に本物件内に立ち入る必要性があると認めたときは、甲が指定した者の立会いのもとで、本物件に立ち入ることができるものとします。ただし、乙に対し、立会い結果の報告を行なうものとします。

第１３条（通知・承諾）
1． 乙は、つぎの事項に該当する事実が発生したときは、ただちに、甲に対し、書面をもって通知　　しなければなりません。
1 乙の勤務先を変更するとき。
2 連絡先の電話番号等を変更するとき。
3 ２週間以上の長期不在を生じるとき。
2． 以下の事項については、甲の書面による承諾を必要とするものとします。
1 入居申込書に記載した以外の入居者を入居させようとするとき。
2 連帯保証人を変更しようとするとき。
第１４条（禁止行為）
乙は、次の行為を絶対にしてはいけません。
1 本物件の一部、または全部を、第三者に対し転貸し、本契約に基づく賃借権の譲渡、あるいは占有の移転をすること。
2 本物件を共同で使用すること、または第三者を同居させること。
3 本物件を住居以外に使用すること。
4 本物件、および敷地内において、犬、猫、鳥類、その他動物等を飼育すること。
5 近隣、および他の賃借人に、危険、または迷惑となる行為をすること。
（麻雀、楽器の演奏、騒音等も含む）
6 本物件内での賭博行為、薬物使用等、その他一切の違法行為をすること。
7 あらかじめ甲の承諾なく、本物件に対する修理、改造、模様替え等、その他、間仕切の変更、

諸設備の新設、附加、除去、変更等、原状を変更する一切の行為をすること。
8 風紀衛生上問題となりうる行為をすること。
9 金庫その他重量物、大量の薬品等危険物の本物件内への搬入、貯蔵をすること。
10 釘打ち、その他、汚損する行為をすること。
11 本件敷地、駐車場を他に貸与すること。
12 本物件の内外に看板、掲示板、広告等を設置すること。
13 本物件内に、みだりに入居者以外の多数の者を出入りさせること。
14 本契約以外に使用規定等があるときは、その規定に反する行為をすること。
15 本物件が団地、あるいは自治会等に属する場合、その規則に反する行為をすること。
第１５条（修繕費等）
1． 本物件の維持保全に必要な修理箇所が生じたときは、乙は、すみやかに、そのことを甲に対し　　通知するものとします。
2． 明らかに設備の耐用年限、または自然消耗と認められるものについての修繕費用は、甲の負担、乙の故意過失により生じたものについては乙の負担とします。ただし、電球、蛍光灯管、電池の交換、建具の調整等の生活消耗品についての小修理の費用、および本物件に専用庭等が付帯している場合はその敷地内の樹木の手入れ、芝の管理等、自己で修繕管理できるものの費用については、乙が負担するものとします。
3． 甲、乙、判断のつかない費用区分については、お互い信義、誠実をもってその割合、支払方法等を協議して定めるものとします。
第１６条（契約の解除、および消滅）
1． 乙が、つぎの事項の一に該当する場合、甲は乙に対し何ら通知催告を要せずして、即時本契約を解除することができます。この場合、甲が損害を受けたときは、甲は乙に対しその損害賠償を請求できます。
1 入居申込書に虚偽の事項を記載し、または不正な手段によって入居したとき。
2 第３条に定める賃料、共益費、駐車料等、あるいは、第５条に定める諸費用等の負担を、

１ヶ月以上遅滞したとき。
3 賃料または共益費、あるいは駐車料等の支払いがしばしば遅滞したときや、更新時、更新料

を支払わないなど、甲乙間の信頼関係を害するものと甲が認めたとき。
4 第９条の定めに違反して、甲の書面による承諾なくして入居者を変更増員したとき。
5 第１４条（禁止行為）の一に違反したとき。
6 乙が１ヶ月以上不在であり、賃借する意思がないものと甲が認めたとき。
7 共同生活の秩序をみだすと甲が認めたとき。
8 乙、又は乙の同居人が暴力団員或いはそれらの準構成員であることが判明した場　　　　　　合、並びにその事務所として使用し、看板、代紋等を内外に表示したとき及びそのような迷惑行為を行う恐れのあるとき。
9 乙が暴力団員関係者でなくともそれらの関係者の出入りをさせたとき。
10 乙、又は乙の同居関係者が室内及び廊下等の周辺に一見して暴力団関係者と認められるような服装、態度などで徘徊し又は鼻歌高吟する等により、近隣者及び付近住民に不安を抱かせるような行為をしたとき。
11 乙、又は乙の同居関係者が麻薬・覚醒剤・売春・賭博・その他の違法行為、又公序良俗に反する行為により、近隣住民に不安を抱かしめるようなことがあるとき。
12 乙、又は乙の同居関係者が、他の入居者又は関係者に対して財産的、精神的、身体的迷惑をかけたとき。
13 その他甲が本契約の継続が困難であると認めるべき事情が生じたとき。
14 契約後、入居者が暴力団関係者であると甲が判断したとき。
15 違法な薬物使用やその容疑、その他の犯罪的行為やその容疑等によって、警察の強制捜査

などが行なわれたとき。
16 乙、または入居者が、仮差押、仮処分、強制執行等を受け、あるいは破産宣告、銀行取引の

停止処分等を受けたとき。
17 その他本契約に違反したとき。
2． 天災地変、火災等、その他、不可抗力のため本物件が通常の用に供することができなくなった　　とき、または将来都市計画等により、収用、もしくは使用を制限され、本契約を継続することができなくなったときは、当然、本契約は消滅するものとします。
3． 賃貸借期間の満了、解約、契約の解除等、本契約が終了したとき、乙は、ただちに本物件を原状に回復し、無条件で明け渡さなければなりません。このとき、乙は甲に対し、立ち退き料、損害賠償その他名目のいかんにかかわらず、一切の請求をしないものとします。
4． 前項の場合、乙、および本物件使用者が、甲に対し本物件の明け渡しを怠ったときは、乙は、　　　契約終了時の賃料の倍額に相当する損害金を明け渡しに至るまで甲に対し支払うものとします。
第１７条（連帯保証人）
1． 連帯保証人は、甲に対し、乙の本契約、および更新後の本契約より生ずるすべての債務を連帯して保証するものとし、本契約期間が終了しようとも本契約に基づく債務があるときは、その債務の一切を免れることはできません。
2． 本契約が法定更新され、連帯保証人に対し何ら通知等が行なわれなくとも、乙が本契約を終了しない限り、連帯保証人は前項の債務を免れることはできません。
3． 連帯保証人が、その能力を欠いたとき、または甲が不適格と判断したときは、乙は、ただちに甲の認める新たな連帯保証人を付さなければなりません。
4． 連帯保証人は、本契約が終了したにもかかわらず、乙が不在等により明け渡し、原状回復義務　　を履行しないときは、連帯保証人の責任と費用により賃貸借物件内の荷物等を撤去の上、甲に　対し本物件を明け渡すものとします。また乙は、前記の明け渡し、原状回復義務の履行につき　　　連帯保証人に対して委任することを認めるものとします。
第１８条（地位の継承）
甲が、本物件を第三者に譲渡したとき、または賃貸人の権利義務を第三者に移管したり、また、甲が転貸人であるときには、その賃貸人の権利義務が第三者に移管されたときは当然、本契約は新賃貸人が継承するものとし、甲は、その旨を新賃貸人、および乙に対し、通知しなければなりません。
第１９条（退出に関する事項）
1． 乙は、本契約が理由のいかんを問わず終了し、本物件を甲に対し明け渡すときは、遅滞なく、　　別紙の解約精算基準表に基づき原状回復の措置、および室内クリ－ニングを行ない、甲の確認　を得なければなりません。
2． 乙が、前項の処置を行なわず明け渡しをした場合、甲は、乙に代わって前項の原状回復措置、　　および室内クリーニングを行ない、第８条の敷金をもって精算することができます。
3． 明け渡し後の残存物の存在は認めません。万一、明け渡し後、本物件に残存物が存在する場合、乙は、その残存物一切の所有権を放棄し、または他人名義のものが存在するときでもその放棄を保証し、甲は、任意に破棄処分することができます。ただし、その費用は、甲は、乙に対し請求することができます。
4． 本物件に専用庭などが設備されているとき、乙は明け渡しの際、本物件敷地内に、乙が植樹した木草等がある場合、乙の費用で撤去し、庭師等を入れて樹木、芝等を整備するものとします。
第２０条（賃借人が法人のとき）
1． 乙が法人で本物件を契約する場合、入居者は、入居申込書に記載した入居者に限定するものとし、いかなる場合も入居者の入れ替えは認められません。
2． 入居者は、乙と連帯して本契約上の債務を負担するものとします。
3． 本物件入居者が乙の会社を退職したときは、甲は、本契約を解除することができます。本文に

より本契約が解除されたときは、乙は、入居者を退去させ、かつ、本物件を甲に明け渡す義務

を負うものとします。
第２１条（本契約規定外事項）
本契約に定めのない事項については、甲乙協議の上、誠意をもって処理しなければなりません。また本契約に関して紛争が生じた場合は、甲も乙も、また連帯保証人も民法、その他関係法規、ならび慣習にしたがって対処するものとします。また、本契約上に紛争が生じた場合は、その管轄裁判所を本物件所在地を管轄する裁判所とすることを、甲乙また連帯保証人も確認します。
第２２条（特約条項）
　　　　
1 鍵紛失時には、必ず連絡し実費にて精算する事
2 粗大ゴミを放置した場合、一点につき一万円の処分費を請求します。
3 加入の保証会社が破綻した場合、甲の申し入れにより乙は遅滞なく新たな保証会社に加入する事、費用は甲の負担とする。
4 毎月の水道料金は定額ですが、定額を超える使用量については別途請求致します。
5 第８条は削除します。
6 本契約日より1年未満での解約は違約金として総賃料1ヶ月分を貸主へ支払い退去する事。
7 退去時のハウスクリーニング費用25,000円は借主負担とする。
8 現状回復が必要な場合は国土交通省のガイドラインによって判断する事
ガイドラインは契約書に添付しています。
9 入居期間中は借主又は入居者にて貸主指定の賃貸保証会社加入・更新する事、加入料・更新料は借主又は入居者負担となります。
以　上
平成　　年　　月　　日　　時　　分
　　　　　　　　　〒
賃貸人（甲）　    住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　氏　名
印           　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　ＴＥＬ
携帯TEL           　　　　　　  

                  ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                  E-mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ           　　　　　　　 

　　　　　　　　　〒
賃借人（乙）　    住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　氏　名　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
印           　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯TEL          　　　　　　　
                  ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                  E-mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　〒
連帯保証人　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
実印
　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
（印鑑証明添付）　　　　  　　　
　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯TEL          　　　　　　　
                  ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                  E-mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ            　　　　　　　
〒
連帯保証人　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
実印
　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　
（印鑑証明添付）　    　　　　　
　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯TEL          　　　　　　　
                  ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                  E-mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ            　　　　　　　
＜仲介人＞                                                
＜宅地建物取引主任者＞
	入居者一覧表　　定員（　　）名

	続　柄
	氏　　　名
	職　業　　（勤務先・通学先など）
	生　年　月　日

	本　人
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


契約物件付帯設備表
1． 本契約締結時の付帯設備表を下記の通り定め、賃借人（乙）は、入居後すみやかに付帯設備の確認を行なうものとします。
2． 前項の付帯設備について、賃借人（乙）が本契約締結日より１０日以内に異議を申し立てた場合、賃貸人（甲）は、本付帯設備を確認の上、本書を改訂するものとし、上記異議なき場合は、賃借人（乙）は、下記付帯設備を承認したものとします。
３．本付帯設備に基づく設備の経年変化、耐用年限等による不可抗力により生じた故障等の修理費用は、原則として、賃貸人（甲）の負担とします。ただし、賃借人（乙）の故意過失により生じた故障、または賃貸人（甲）の承諾を得ずに行なった修理等については、賃借人（乙）の負担とします。
	
	 eq \o\ad(設備名称,　　　　　　　　)
	付帯の有無
	 eq \o\ad(設備の状況等,　　　　　　　　　　　　)

	居室設備
	 eq \o\ad(照明器具,　　　　　　　　　)
	付（  　 台）・無
	　　

	
	 eq \o\ad(冷暖房機,　　　　　　　　　)
	付（    台）・無
	　　エアコン　一台

	
	 eq \o\ad(冷房機,　　　　　　　　　)
	付（    台）・無
	

	
	 eq \o\ad(暖房機,　　　　　　　　　)
	付（    台）・無
	

	 eq \o\ad(水回り設備,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(風呂一式,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(給湯機,　　　　　　　　　)
（ガス・電気・
バランス釜）
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(瞬間湯沸器,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(乾燥機,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(トイレ器具一式,　　　　　　　　　)
	付・無
	（保温便座 有・無  洗浄器 有・無）

	
	 eq \o\ad(洗濯機用防水パン,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(洗面台,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(ガスレンジ,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(電気コンロ,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(オーブンレンジ,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(流し台セット,　　　　　　　　　)
	付・無
	　　

	
	 eq \o\ad(換気扇,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(レンジフード,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	そ　　の　　他　　設　　備
	 eq \o\ad(下駄箱,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(吊り戸棚,　　　　　　　　　)
	付（  ヶ所）・無
	

	
	 eq \o\ad(カーテン,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(カーテンレール,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(ジュータン,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(敷込カーペット,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(網戸,　　　　　　　　　)
	付（   枚）・無
	（破れ無 ・ 一部破れ有り）

	
	 eq \o\ad(物干し用フック,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(ドアチャイム,　　　　　　　　　)
	付・無
	

	
	 eq \o\ad(インターホン,　　　　　　　　　)
	付・無
	　ＴＶモニターホン

	
	 eq \o\ad(ＴＶアンテナ,　　　　　　　　　)
	付・無
	（単独 ・ 共同 ・ ケーブル）

	
	 eq \o\ad(衛星用アンテナ,　　　　　　　　　)
	付・無
	（単独 ・ 共同）
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解約通知書
平成　　年　　月　　日
賃貸人
（株）幸梅　　　殿
賃借人　
㊞
　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　部屋番号　　　　　　　　　　　　　号室
　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　携帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　賃借人　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、上記賃貸人との間の
　　賃貸借契約を解約し、平成　　　年　　　月　　　日　迄に上記貸室を明け渡す事を
　　履行し確約いたします。
　　
　　万一明け渡しが遅延・取り止め等により、発生した損害金額は賠償いたします。
　　
　　　
　　　　（※　この通知書は、退去１ヶ月前迄に提出して下さい。）
連絡先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
